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当
初
予
算
と

ま
ち
づ
く
り
の
概
要

「
オ
ー
ル
山
口
の
発
展 

元
年
」
予
算

問企画経営課 ☎ 083-934-2747
財政課  ☎ 083-934-2750

平
成
30
年
度

　

平
成
30
年
度
は
、
第
二
次
山

口
市
総
合
計
画
の
計
画
期
間（
平

成
30
年
度
〜
平
成
39
年
度
）
の

初
年
度
で
す
。
第
二
次
山
口
市

総
合
計
画
で
は
、
将
来
都
市
像

を
「
豊
か
な
暮
ら
し
　

交
流
と

創
造
の
ま
ち
　

山
口
　

〜
こ
れ

が
私
の
ふ
る
さ
と
だ
〜
」
と
し

て
、
人
口
減
少
と
少
子
化
に
歯

止
め
を
か
け
、
高
齢
社
会
が
進

展
す
る
中
に
あ
っ
て
も
、
豊
か

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
将
来
都
市
像
の
実
現
に

向
け
て
、「
山
口
市
全
体
の
発
展
」

を
、
次
な
る
10
年
の
ま
ち
づ
く

り
に
お
け
る
市
民
の
共
通
理
念

と
し
て
掲
げ
、
都
市
部
も
農
山

村
も
と
も
に
発
展
す
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

●平成30年度当初予算のイメージ図  

8つの重点プロジェクト

① 第二次山口市総合計画スタートダッシュ「元年」
② 都市部も農山村も輝く「元年」
③ オール山口で一丸となって実行する「元年」

第二次山口市総合計画将来都市像

豊かな暮らし 交流と創造のまち 山口
～これが私のふるさとだ～

心かよう「市民サービス向上」

安全安心で快適な住環境「安全安心のまち」

魅力あふれる県都づくり「広域県央中核都市づくり」

協働による「個性と安心の２１地域づくり」

将来を担う子どもたちを育む「教育・子育てなら山口」

産業活力・地域雇用を創出する「働く・起業なら山口」

山口の個性を高め暮らしを楽しむ「文化・スポーツ・観光なら山口」

生涯にわたって元気に暮らす「健康長寿のまち」

「オール山口の発展 元年」予算

　

今
年
度
は
、
第
二
次
山
口
市
総
合
計
画

に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
具
体
的
な
施
策

展
開
で
あ
る
８
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
し
っ
か
り
と
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
積
極
型
の
予
算
と
し
て
、
新
た
な

総
合
計
画
の
「
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
元
年
」

に
ふ
さ
わ
し
い
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
口
・
小
郡
両
都
市
核
や
21
地

域
ご
と
に
機
能
の
分
化
、
個
性
の
特
化
を

進
め
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
「
都
市

部
も
農
山
村
も
輝
く
元
年
」
と
な
る
予
算

と
し
、
各
部
長
・
総
合
支
所
長
を
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
位
置
付
け
、

目
標
達
成
に
向
け
て
総
合
的
な
役
割
と
責

任
を
果
た
せ
る
体
制
整
備
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
予
算
の
編
成
を
す
る
中
で
、
施
策
横
断

的
に
「
オ
ー
ル
山
口
で
一
丸
と
な
っ
て 

実

行
す
る
元
年
」
と
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
考
え
方
と
方
向

性
の
も
と
で
、
第
二
次
山
口
市
総
合
計
画

で
の
挑
戦
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
し
、

本
年
度
予
算
を
「
オ
ー
ル
山
口
の
発
展  

元

年
」
予
算
と
位
置
付
け
、「
住
ん
で
良
か
っ

た
　

こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
山
口
市
」

と
心
か
ら
思
え
る
定
住
実
現
の
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
オ
ー
ル
山
口
の
発
展 

元
年
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（
5.2
％
減
）
と
な
り
ま
す
。

　

市
債
は
、
新
山
口
駅
北
地
区
拠
点
施
設

整
備
事
業
や
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
事

業
の
進
捗
な
ど
に
よ
る
、
市
債
の
増
額
を

見
込
ん
で
お
り
、
約
24
億
円
増
（
19
・
０
％

増
）
と
な
り
ま
す
。

　

扶
助
費
は
、
私
立
保
育
園
や
認
定
こ
ど

も
園
の
定
員
拡
大
に
係
る
運
営
費
の
増
加

や
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
増
加

な
ど
に
よ
り
約
６
億
円
増
（
3.6
％
増
）
と

な
り
ま
す
。

　

人
件
費
は
、
非
常
勤
職
員
（
英
語
指
導
助

手
、
国
際
交
流
員
等
）
の
増
加
な
ど
に
よ
り

約
２
千
万
円
増
（
0.1
％
増
）
と
な
り
ま
す
。

　

市
税
は
、
景
気
回
復
が
続
く
見
込
み
で

あ
り
、
個
人
市
民
税
は
約
１
億
４
千
万
円
、

法
人
市
民
税
は
約
２
億
１
千
万
円
の
増
収

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
固
定
資
産
税
は
企

業
の
設
備
投
資
に
伴
う
償
却
資
産
の
増
に

よ
り
約
１
億
４
千
万
円
の
増
収
を
見
込
ん

で
お
り
、
市
税
全
体
で
は
約
４
億
３
千
万

円
増
（
1.6
％
増
）
と
な
り
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
の
う
ち
普
通
交
付
税
は
、

市
税
の
増
収
や
合
併
に
よ
る
財
政
支
援
措

置
の
逓
減
な
ど
に
よ
り
、
約
７
億
７
千
万

円
の
減
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
特
別
交

付
税
は
、
地
方
財
政
計
画
に
基
づ
き
、
約

３
千
万
円
の
減
額
を
見
込
ん
で
お
り
、
地

方
交
付
税
全
体
と
し
て
、
約
８
億
円
減

人件費
140億1,967万円

補助費等
75億9,392万円

繰出金
73億6,869万円

その他20億7,151万円

公債費
96億3,813万円

扶助費
173億4,662万円

単独事業費
119億2,851万円

物件費
115億8,239万円 義務的経費

47.1%
投資的経費
20.1%

その他経費
32.8%

補助事業費
50億2,126万円

その他
5億7,930万円

自主財源
40.8% 

依存財源
59.2%

市税
264億649万円

諸収入
18億3,305万円

国庫支出金
112億
1,558万円

県支出金
57億8,735万円

地方交付税
147億8,800万円

市債
150億3,920万円

地方譲与税、交付金等
47億4,101万円

●
一
般
会
計
歳
入

　

投
資
的
経
費
は
、
新
山
口
駅
北
地
区
拠

点
施
設
整
備
を
は
じ
め
、
中
心
市
街
地
に

お
け
る
住
環
境
整
備
や
市
街
地
再
開
発
事

業
に
対
す
る
支
援
の
ほ
か
、
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
の
整
備
や
道
の
駅
「
長
門
峡
」
の

改
修
な
ど
都
市
核
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
盤

の
整
備
、
学
校
施
設
の
長
寿
命
化
改
修
や

待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
保
育
施
設
の
整

備
な
ど
に
よ
り
、
投
資
的
経
費
全
体
で
は

前
年
度
と
比
べ
約
21
億
４
千
万
円
増
（
13
・

９
％
増
）
と
な
り
ま
す
。

　

補
助
費
等
は
、
山
口
ゆ
め
花
博
の
負
担

金
や
企
業
立
地
に
対
す
る
奨
励
金
の
増
加

な
ど
に
よ
り
約
10
億
８
千
万
円
増
（
16
・

５
％
増
）
と
な
り
ま
す
。

　

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
概

要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

区　　分 当初予算額 対前年伸率
国 民 健 康 保 険 208 億 4,447 万円 ▲11.7％
後期高齢者医療 31億 2,418 万円 3.0％
介 護 保 険 177 億 2,484 万円 ▲4.5％
介護サービス事業 4,087 万円 ▲20.2％
駐 車 場 事 業 3,728 万円 0.3％
鋳銭司第二団地整備事業 1,370 万円 皆増
簡 易 水 道 事 業 10億 5,478 万円 ▲20.0％
地域下水道事業 609 万円 1.3％
国 民 宿 舎 7,950 万円 4.6％
特 別 林 野 955 万円 ▲13.6％

合　　計 429 億 3,526 万円 ▲9.2％

特別会計とは、特定事業を行う場合に、一般会計と区
分して経理する必要のあるときに設けることができる
会計です。原則、独立採算で運営します。

●特別会計歳出

対前年度比で41億5千万円増（5.0％増）
将来のまちづくりの投資（投資的経費）は約175億3
千万円を確保（対前年度比で約21億4千万円増（13.9％増））
総合支所の機能強化を進め、山口らしい地域内分権の確立
のため、約13億5千万円を配分
国の補正予算（防災・減災事業、総合的なTPP等関連政策
大綱実現に向けた施策）に対応した補正予算を平成30年
3月（約5億5千万円）に編成、当初予算と一体的に13
カ月予算を編成

対前年度比で41億5千万円増（5.0％増）
871億5千万円

一般会計予算総額

繰入金
44億594万円

その他
29億3,338万円

●
一
般
会
計
歳
出

特集   平成 30年度 当初予算とまちづくりの概要

●一般会計歳出

●一般会計歳入 当初予算の概要
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個性と安心の21地域づくり
協働による

【計1,000 万円】
小郡、秋穂、阿知須、徳地、阿東の各総合支所に
おいて、地域資源を活用した地域経済活性化プロ
ジェクトを進めていくための「地域再生計画」を
策定し、同計画に基づく「地域再生プロジェクト」
を推進します。

総合支所エリア
「地域再生計画」の策定・推進

【1,000 万円】
【136万円】
【1,089 万円】

徳地地域、阿知須地域は、総合支所と地域交流セ
ンターを一体的に整備します。また、小郡、佐山、
二島、鋳銭司、阿東篠生の各地域交流センターの
建替整備を進めます。

総合支所エリアの地域拠点整備

地域交流センターの建替整備
【計1億 4,724 万円】

【計 20億 2,900 万円】

【2,100 万円】
市内21の地域が主体的に使い道を決定できる交
付金を交付します。また、新たに「交流促進特別
交付金」を創設し、山口県央連携都市圏域で開催
予定の周遊型博覧会に向けた地域資源の磨き上げ
等に対する取り組みを支援します。

地域づくり交付金 【2億 33万円】

明治150年プロジェクトの中核イベントである「山
口ゆめ花博」を、山口きらら博記念公園をメイン会
場として開催します。期間中には、山口市デーでイ
ベントを実施するほか、市内連携会場（亀山公園、
中心商店街など）でもイベントを実施します。
・地域交流センターからバスを運行          【400万円】
多くの市民の皆さんに来場していただけるよう、市
内各地域交流センターから貸し切りバスを期間中に
数回運行します。

山口ゆめ花博の開催
【3億 398万円】

（9月14日～11月 4日開催）

　総合支所の権限強化

明治維新150年の取り組み
明治維新策源地 山口市

【計1億 370万円】
宿泊・温泉施設である「あいお荘」を交流の核と
して、車えびなどの地域資源の拠点づくりなど、
エリア全体としての海洋交流拠点づくりを進めま
す。

地域再生プロジェクトの先行実施
・あいお海洋資源活用プロジェクト

【計4億 8,102 万円】
道の駅「長門峡」を交流の核として、願成就温泉
の機能強化、長門峡・常徳寺・徳佐しだれ桜の三
大名勝の復活、あとう和牛の増頭対策などに取り
組みます。

・あとう農山村交流創出プロジェクト

　地域を支える拠点づくり・協働によるまちづくり

明治維新150年記念事業実行委員会と連携しなが
ら、記念シンポジウムや明治維新版お宝展などの記
念事業を実施します。また、誘客キャンペーンの実
施や、錦の御旗製作所跡地周辺ポケットパークの整
備に取り組みます。

明治維新150年記念事業 【8,451万円】

あいお荘で
行われた
海ヨガ

4市報やまぐち　2018年（平成30年）4月 1日号

道の駅「長門峡」で
毎年行われるもみじ祭

あとう和牛の増頭に
取り組みます

秋穂で養殖
されている
車えび

山口ゆめ花博の会場イメージ

まちづくりの概要
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広域県央中核都市づくり
魅力あふれる県都づくり

山口県ナンバーワンのビジネス街づくりを進めるた
めの発展の原動力となる「産業交流拠点施設」の整
備に向け、実施設計、建設工事に着手します。

新山口駅北地区拠点施設整備事業
【25億 2,831万円】

【2,100 万円】
新たな本庁舎の役割、機能、規模などを詳細に検
討し、基本計画を策定します。

新本庁舎整備事業 【2,100 万円】

【2,500 万円】
生涯活躍のまち構想に基づき、温泉などの地域資
源を活用した「（仮称）多世代交流・健康増進拠点
施設」の整備に向けた基本計画を策定します。

（仮称）多世代交流・健康増進拠点施設の整備
【2,500 万円】

【1,000 万円】
【136万円】
【1,089 万円】

各市町の商工会議所や商工会等との連携で、中小
企業の後継者不足への重点的な取り組みとして、
セミナーの開催や弁護士等の専門家派遣、支援制
度等の検討を行います。

中小企業の後継者不足・
事業承継への重点的な取り組み
産学金官連携推進事業
新事業創出チャレンジ事業

【1,000 万円】
【136万円】
【1,088 万円】

【5億 4,400 万円】
平成33年度に山口県央連携都市圏域で開催予定
の周遊型博覧会に向け、地域資源の磨き上げ、情
報発信、周遊ルートづくり等を進めます。

周遊型博覧会準備事業 【3,000 万円】

● 企画展「漢詩墨痕～維新男子のセンチメンタル」
　奇兵隊関係者の書の展示
　期間 4月27日（金）まで　場所  山口市菜香亭
● 明治維新150年「山口市スポーツの森フェスティバル」
　薩長土肥４県の高校球児による交流試合や学童野球を開催
　期日５月4日（金・祝）、5日（土・祝）
　場所  山口マツダ西京きずなスタジアム
● 企画展「藩主 毛利敬親の真のキャラクターに迫る」
　期間 6月1日（金）～8月31日（金）場所  山口市菜香亭
● 講演会「『西郷どん』がさらに面白くなる！
　　　　　　　　　　　　　　～時代考証のはなし」
　期日 6月9日（土）　場所  山口市菜香亭
● 講演会 やまぐち歴史講座2018
　期間  夏～秋頃　場所  山口情報芸術センター
● 常設展「大村益次郎の生涯」
　期間  通年　場所  鋳銭司郷土館

特集   平成 30年度 当初予算とまちづくりの概要

幕末に維新の志士たち
が宿所等として使用し
た「十朋亭」周辺に、
幕末明治維新を学べる
施設が開館します。

十朋亭維新館
（9月29日オープン予定）

密集市街地における居住環境の整備に向けた取り組
みとして、道路拡幅や交差点の改良、広場整備を進
めます。

中心市街地住環境総合整備事業
【2億 1,084 万円】

中心市街地核づくり推進事業【3億 9,240 万円】
市内初の市街地再開発事業となる黄金町地区におけ
る再開発事業を引き続き支援します。

山口都市核を一望でき
る山頂広場を整備し、
「山口ゆめ花博」連携会
場として関連イベント
を実施します。

亀山公園山頂広場
（9月オープン予定）

　山口都市核づくり

　小郡都市核づくり

　山口県央連携都市圏域の取り組み

　新たな施設がオープンします

5 市報やまぐち　2018年（平成30年）4月 1日号

　主な開催イベント

新山口駅ターミナルパーク整備事業
【5億 4,400 万円】

新幹線口である南口駅前広場の整備を平成31年
度の完成に向けて進めます。

平成31年度完成予定の
新山口駅南口駅前広場の完成イメージ

（4月 1日現在の予定）

山口県央連携都市圏域とは
山口市、宇部市、萩市、防府市、美祢市、山陽
小野田市、島根県津和野町で構成する圏域です。
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健康長寿のまち
生涯にわたって元気に暮らす

働く・起業なら山口
産業活力・地域雇用を創出する

教育・子育てなら山口
将来を担う子どもたちを育む

【1,000 万円】
【136万円】
【1,089 万円】英語教育への対応として、教員の英語指導力向上

の取り組みを進めます。また、外国人英語指導助
手を増員します。

外国語教育研究事業
英語指導助手配置事業
グローバル人材育成事業

【120万円】
【4,824 万円】
【217万円】

【2,100 万円】
ICT教育を進めるための電子黒板やタブレット端
末など、情報教育環境の整備を進めます。

情報教育環境整備事業 【4億 566万円】

【2,500 万円】
子育て世帯に対する経済的な支援として、10月か
ら小学３年生までのこども医療費の自己負担分を
所得に関係なく無料化します。

こども医療費の自己負担分の無料化
【9,081万円】

【2,500 万円】
待機児童解消のため、私立保育園、認定こども園、
地域型保育事業の定員を約280人拡大するととも
に、施設整備に向けた支援をします。また、保育
人材を確保するための取り組みや、保育施設にお
ける事故防止の取り組みとしてビデオカメラの設
置を進めます。

保育園の待機児童解消に向けた取り組み
【計44億 6,603 万円】

【2,500 万円】
市立小中学校および幼稚園の全教室へのエアコン
整備に向けた取り組みを進めます。

小中学校の全教室へのエアコン整備
【3,400 万円】

【2,100 万円】
市内施工事業者を活用したリフォーム費用の一部
を商品券により助成します。

安心快適住まいる助成事業【1億 5,400 万円】

【2,100 万円】
鋳銭司地域における新たな産業団地の整備に向け、
測量・設計業務を進めます。

新たな産業団地の整備 【計1億 980万円】

【2,100 万円】
新規就農者の施設整備等の初期経費、新規就農・
就業者の家賃、指導農家等が行う研修および新規
就業者を雇用した法人に対する支援を行います。

新規就農者支援事業 【4,246 万円】

【2,100 万円】
新たな特産品づくりを目指し、モクズガ二の陸上
養殖の取り組みと加工施設の整備等を進めます。

水産物供給基盤整備事業 【686万円】

【5億 4,400 万円】
障害者差別解消法に基づく合理的配慮の取り組み
を進めるため、筆談ボードや折りたたみ式スロー
プなどを導入する市内事業者を支援します。

理解促進・権利擁護推進事業 【485万円】

【2,100 万円】
介護人材の確保のための支援制度を新たに創設し
ます。

介護人材育成・確保支援事業 【100万円】

【1,000 万円】
【136万円】
【1,089 万円】地域型地域包括支援センターに、認知症地域支援

推進員と生活支援コーディネーター業務を兼任す
る専門職人材を順次配置します。

認知症ケア総合推進事業
生活支援・介護予防体制整備事業

【1,387 万円】

【1,244 万円】

積極的に企業誘致を推進します
（昨年12月13日に行った
テルモ㈱との工場増設の調印式）

毎年開催される老人クラブ運動会

平成30年度に
全小学校へ
タブレット端末
を整備します

保育施設のさらなる整備
を進めます（昨年5月に
開園したみのり保育園）

【2,100 万円】
中小企業の経営安定化を図るため、市内の金融機
関を通じ、必要な資金を低利で貸し出します。

中小企業等金融対策事業 【9億 112万円】

まちづくりの概要
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安全安心のまち
安全安心で快適な住環境

市民サービス向上
心かよう

文化・スポーツ・観光なら山口
山口の個性を高め暮らしを楽しむ

行政情報のオープンデータ化をはじめとした「情報
化の推進」や、市民本位の公共サービスの実現に向
け、協働によるまちづくり推進のための体制整備、
積極的な官民連携を進める「行政改革の推進」、「公
共施設の長寿命化」等に、計画的に取り組みます。

【2,100 万円】
危険空き家に対する適切な解体・除去の促進のた
め、除去促進補助金の対象範囲を拡大するなど、
崩落・崩壊等に至る前段階からの早期の対応を進
めます。

空き家等適正管理事業 【1,780 万円】

【2,100 万円】
総合浸水対策計画に基づく重点的な浸水対策とし
て、雨水貯留施設の整備や仁保川をはじめとした
取水ゲート等の改修を行います。

総合浸水対策事業 【3億 9,500 万円】

【2,100 万円】
鴻南地区への消防出張所の新設に向け、適地調査
（測量等）に着手します。

鴻南地区への消防出張所の新設【500万円】

消防団救助部隊と特別救助隊の合同訓練

特集   平成 30年度 当初予算とまちづくりの概要

【2,100 万円】
レノファ山口FCと連携したシニア健康増進イベ
ントの開催や、日本陸上競技選手権大会（維新み
らいふスタジアムで6月22日～24日開催）の
開催を支援します。

我がまちスポーツ推進事業 【3,240 万円】

【2,100 万円】
東京オリンピック・パラリンピックにおけるスペ
インのホストタウンとして、水泳スペイン代表チー
ムの事前キャンプ受入対応や交流事業の実施、10
月に開催予定の「日本・スペイン・シンポジウム」
の開催自治体としての受入事業を実施します。

ホストタウン推進事業 【4,414 万円】

【2,500 万円】
市内大学生などによる市政番組の制作や学生広報
サポーター制度を創設します。また、各地域での
若者を対象としたまちづくり座談会を開催します。

市民と一緒に広報広聴推進事業
【100万円】

【2,500 万円】
開館15周年・明治維新150年記念事業として、
創造性を育む遊び場「コロガル公園2018」、通年
ワークショップ「未来の山口の授業」、社会見学
「Hello YCAM Hello山口」などを実施します。

山口情報芸術センター15周年記念事業
【5,000 万円】

【2,100 万円】
地域防災の中核を担う消防団員の知識や技術向上
を目的として、県内初となる「消防団大学」を創
設します。

消防団大学の創設 【計122万円】

　 YCAMのコロガル公園が
 　帰ってきます

水泳スペイン代表チームが
事前キャンプを実施します

レノファ山口FCと連携した
地域活性化事業を行います
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平成 30年度から始まる第二次山口市総合計画を着実に推進し、またよりよい市民サービスを提供
するために、4月1日付けで組織の一部を改編します。一部執務室も移転しますのでお知らせします。
　  総務課 ☎ 083-934-2909

組織改編　　将来都市像「豊かな暮らし　交流と創造のまち　山口～これが私のふるさとだ～」を実現するための体制を整えます

　　　　　交流創造部の創設
　　　　　

所属・電話番号 主な業務内容
観光交流課
☎083-934-2810

観光の振興、観光案内所お
よび観光関連施設等の管理

スポーツ交流課
☎083-934-2873

スポーツ諸施策の企画およ
び振興、体育施設等の管理

文化交流課
☎083-934-2717

文化政策の企画および調整、
文化施設等の管理、歴史文
化施策の企画および調整

国際交流課（旧総務課
国際交流室）
☎083-934-2725

国際交流、多文化共生、ホス
トタウン推進等

県央博覧会準備室（新
設）☎083-934-4146

山口県央連携都市圏域博覧
会の企画および総合調整

※執務室は山口総合支所3階です。

■都市整備部の創設
より効果的な都市づくりを推進するため、都市政策
部と都市建設部を統合し、「都市整備部」を創設しま
す。また、同部内の都市整備課に新山口駅ターミナ
ルパーク整備課を統合し、都市基盤整備に向けた体
制強化を図ります。

所属・電話番号 主な業務内容
都市整備課（旧新山口
駅ターミナルパーク整
備課を統合）
☎083-934-2773

市街地再開発事業、土地区画整
理事業、街路公園事業、山口ゆ
め花博、新山口駅ターミナル
パーク整備

※執務室の場所は変わっていません。

指導監査課（旧指導監査室）は、小郡保健福祉センターから、山口総合支所2階へ
移動します。これに伴い、電話番号は☎083-934-4144となります。

執務室の移転

問

■地域福祉課の創設
地域の支え合いの中で、高
齢者や障がい者、子どもな
ど全ての人々が、一人ひと
りの暮らしと生きがいをと
もに創る地域共生社会の実
現を目指すため、健康福祉
部社会課を改組して「地域福祉課」とします。

所属・電話番号 主な業務内容
地域福祉課（旧社会課）
☎083-934-2790

地域福祉の推進、生活保護、
民生委員および児童委員

※執務室の場所は変わっていません。

■行革推進課の廃止
合併後から進めてきた行政改革について、一定の成
果と今後の方向性が明確になってきたことから、総
務部行革推進課を廃止し、総務部総務課で業務を行
います。

■課室の新設
姉妹都市・友好都市との交流業務に加え、多文化共
生社会の実現や、2020 年東京オリンピック・パラ
リンピック競技大会に向け、スペインをはじめとす
る参加国との相互交流を図るため、新たに「国際交
流課」を創設します。また、2021 年に開催予定で
ある「山口県央連携都市圏域博覧会」に向け「県央
博覧会準備室」を設置します。

■創生推進課の廃止
「山口市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の主要事
業がそれぞれ実施段階に移行したことから、これまで
本市の地方創生のけん引役であった創生推進課は廃止
します。生涯活躍のまち構想の推進等は、総合政策部
企画経営課で、新事業創出の取り組み等は、経済産業
部ふるさと産業振興課で引き続き業務を行います。

交流創造部　　　　　
　　　　　

重点的な
取組 03

地域資源を磨き、「交流と創造のまち」を目指す

その他の
体制整備

本市の持つ多様な地域資源に磨きをかけ、新たな価値の
創造や新たな交流・対流を創出し、各地域や本市全体と
して個性が際立つ都市戦略の取り組みを進めるため、ふ
るさと創生部を改組し「交流創造部」を創設します。

■生涯学習の機能を教育委員会社会教育課へ移管
生涯学習社会の実現と社会教育施策の総合的な推進
に向け、地域生活部協働推進課の生涯学習担当の業
務を、教育委員会社会教育課で行います。

8市報やまぐち　2018年（平成30年）4月 1日号
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平成30年度 組織改編・執務室移転のお知らせ

組織改編　　将来都市像「豊かな暮らし　交流と創造のまち　山口～これが私のふるさとだ～」を実現するための体制を整えます

　　　　　こども未来部の創設
　　　　　

所属・電話番号 主な業務内容

こども未来課（新設）
☎083-934-2797

子ども・子育て支援、少子化
対策、児童手当、児童扶養手
当等、放課後児童クラブ

保育幼稚園課（新設）
☎083-934-2798

保育施設および幼稚園の管
理・運営

子育て保健課（新設・
保健センター内）
☎083-921-7085

母子保健、家庭児童相談、母
子・父子家庭・寡婦の福祉

※家庭児童相談室は、保健センターに移動します。
※保育園、幼稚園の入園に関する相談は、保育幼稚園
課で行います。
※こども未来部の創設に合わせて、消費生活センター
が山口総合支所内で移動します。

　　　　　総合支所の機能強化　　　　　

（　）内の数字は各地域の市外局番

所属 主な業務内容 小郡
（083）

秋穂
（083）

阿知須
（0836）

徳地
（0835）

阿東
（083）

地域振興課
（旧総務課）

地域の振興、生活安全、
環境衛生※１、商工業お
よびサービス業の振興、
観光の振興、公共交通

☎973-2475 ☎ 984-8021 ☎ 65-4112 ☎ 52-1111 ☎ 956-0117

総合サービス課
※変更なし

市民生活担当…住民票、
戸籍、市税、国保、国
民年金、後期高齢者医
療、福祉医療

☎973-8134 ☎ 984-8022 ☎ 65-4113 ☎ 52-1113 ☎ 956-0794

健康福祉担当…社会福
祉、介護※２ ☎973-8145 ☎ 984-8023 ☎ 65-4114 ☎ 52-1121 ☎ 956-0994

健康づくり担当…健康
づくり、母子保健 ☎973-8147 ☎ 984-8031 ☎ 65-4211 ☎ 52-1114 ☎ 956-0993

農林課（旧各農林
振興事務所）

農林畜産、土地改良、
有害鳥獣 ☎973-2457

農林土木課
☎984-8027

農林土木課
☎65-4470

☎ 52-1115 ☎ 956-0984

土木課（旧各土木
事務所・施設維持
課）

公園等、法定外公共物、
市営住宅、災害防止・
復旧、道路・河川等

☎973-8162 ☎ 52-1112 ☎ 956-0980

※１　小郡地域の環境衛生に関する業務は、環境衛生課南部衛生担当（☎973-8136）で行います。
※２　小郡地域の介護に関する業務は、介護保険課介護認定第二担当（☎973-8154）で行います。

家庭児童相談室
子育て保健課

保健センター1階（糸米二丁目6-6）

正面玄関

受付

こども未来課
保育幼稚園課

消費生活センター

地域福祉課

山口総合支所１階

　　　　　
　　　　　
重点的な
取組 02

地域のことは地域で解決する山口らしい地域内
分権の確立を目指す

結婚、妊娠、出産から学校教育期の学童保育まで、
一元的・包括的な体制で子ども・子育てを支援

住民に身近な市民サービスや業務が、総合支所長のマネ
ジメントのもと、それぞれの地域で実施できるよう、総
合支所に予算・権限を移譲するとともに、地域振興をは
じめ、土木や農林振興業務などを担当する課を設けます。
これに伴い、北部・南部振興局については廃止します。

教育委員会で所管していた幼稚園に関する業務も含め、一
元的・包括的な体制のもとで、子ども・子育て支援を実施
するため、「こども未来部」を創設します。

総合支所　　　　　
　　　　　

重点的な
取組 01
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正面玄関

母子健康
サポートセンター

↓

↓
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た
。

【
山
口
市
ス
ポ
ー
ツ
特
別
表
彰
受
賞
者
】
戸

上
隼
輔
（
卓
球
）
／
大
濱
孝
介
（
ス
キ
ー
）

　

 

ス
ポ
ー
ツ
交
流
課

　

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
９
１
２

　

西
京
ス
タ
ジ
ア
ム
と
第
２
球
場
の
愛
称

が
「
山
口
マ
ツ
ダ
西
京
き
ず
な
ス
タ
ジ
ア

ム
」
お
よ
び
「
山
口
マ
ツ
ダ
西
京
き
ず
な

ス
タ
ジ
ア
ム

第
２
球
場
」
に

決
定
し
、
2
月

15
日
に
、
山
口

総
合
支
所
で
、

山
口
マ
ツ
ダ

株
式
会
社
と

ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
（
命
名

権
）
に
関
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
契
約
の
締
結

式
を
行
い
ま
し
た
。

　

締
結
に
当
た
っ
て
、
同
社
の
大
原
敏
之

代
表
取
締
役
社
長
は「
山
口
の
歴
史
、文
化
、

風
土
を
若
い
人
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

い
う
思
い
で
、『
き
ず
な
』
と
い
う
言
葉
を

使
用
し
た
。
こ
の
球
場
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

出
会
い
、
プ
レ
ー
、
感
動
が
生
ま
れ
る
こ

と
を
願
う
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
愛
称
は
、
４
月
１
日
か
ら
5
年
間

使
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

 

ス
ポ
ー
ツ
交
流
課

　

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
９
１
２

ウェブサイト
でも公開中

用
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化

に
結
び
つ
け
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
事
業
所
は
、
18
年
４
月
に
操
業
開
始

予
定
で
、
新
規
雇
用
は
60
人
を
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

 

産
業
立
地
推
進
課

　

 

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
１
３

　

２
月
14
日
、
山
口
総
合
支
所
で
山
口
市

ス
ポ
ー
ツ
特
別
表
彰
と
山
口
市
体
育
協
会

表
彰
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

冬
季
世
界
大
会
の
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
競
技

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
で
第
３
位
と

な
り
、
市
ス
ポ
ー
ツ
特
別
表
彰
を
受
賞
さ

れ
た
大
濱
孝
介
さ

ん
は
「
こ
の
た
び

の
表
彰
は
、
大
会

の
時
と
は
違
っ
た

嬉
し
さ
が
あ
る
。

今
後
も
ス
キ
ー
を

楽
し
ん
で
い
き
た

い
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
、
ス

ポ
ー
ツ
特
別
表
彰

を
２
人
に
、
体
育

協
会
表
彰
の
功
労

賞
を
12
人
、
奨
励

賞
を
16
人
と
５
団

体
に
授
与
し
ま
し

朗
さ
ん
が
選
ば
れ
、

２
月
６
日
、
賞
の
贈

呈
を
行
い
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
「
宇

宙
毛
布
ス
ー
ツ
・
パ

タ
ー
ン（
黄
金
の
フ

リ
ー
ス
）」「
風
に
吹
か
れ
て
見
え
る
風
景
…
」

「
声
、
声
、
声
…
（
#2
）」
の
3
作
品
を
出
品
。

「
現
代
美
術
は
わ
か
り
に
く
い
が
、
専
門
的

な
方
々
に
評
価
さ
れ
て
う
れ
し
い
。
今
後

は
も
う
少
し
一
般
の
方
々
に
も
わ
か
り
や

す
い
作
品
も
並
行
し
て
制
作
し
て
い
き
た

い
」
と
今
後
の
決
意
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

 

文
化
交
流
課

　

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
１
７

　

通
信
販
売
に
特
化
し
た
テ
レ
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
事
業
を
手
が
け
る
、
株
式
会
社

テ
レ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
フ
ォ
ー
ス
（
本
社
・

東
京
都
港
区
）
が
、
新
た
な
事
業
所
と
な

る
「
山
口
第
２
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
の
開

設
を
決
定
し
、
２
月
14
日
に
、
山
口
総
合

支
所
で
本
市
と
事
業
所
増
設
協
定
の
調
印

式
を
行
い
ま
し
た
。

　

調
印
に
当
た
っ
て
、
同
社
の
佐
々
木
伸

幸
代
表
取
締
役
社
長
は
「
山
口
市
で
一
番
、

女
性
が
働
き
や
す
い
企
業
を
目
指
し
、
雇

　

２
０
２
０
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
お
よ

び
21
年
福
岡
世
界

水
泳
大
会
ま
で
の

期
間
に
、
水
泳
ス

ペ
イ
ン
代
表
チ
ー

ム
の
本
市
で
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ

ン
プ
実
施
に
つ
い

て
ス
ペ
イ
ン
王
立
水
泳
連
盟
と
、
２
月
６

日
、
ス
ペ
イ
ン
・
マ
ド
リ
ー
ド
市
で
、
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。
今
後
、３
競
技
（
競

泳
、
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ
ン
グ
、

水
球
）
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
が
本

市
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

 

ス
ポ
ー
ツ
交
流
課

　

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
９
１
２

　

本
市
を
拠
点
に
活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
育
成
を
目
的
と

し
た
第
10
回
や
ま
ぐ

ち
新
進
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
大
賞
に
、
鈴
木
啓
二

ス
ポ
ー
ツ
特
別
表
彰
・

体
育
協
会
表
彰
を
授
与

問

問

テ
レ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
フ
ォ
ー

ス
が
新
事
業
所
増
設
を
決
定

問
西
京
ス
タ
ジ
ア
ム
が
「
山
口
マ
ツ
ダ

西
京
き
ず
な
ス
タ
ジ
ア
ム
」
に
決
定

や
ま
ぐ
ち
新
進
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

大
賞
を
鈴
木
氏
に
贈
呈

水
泳
ス
ペ
イ
ン
代
表
の

キ
ャ
ン
プ
地
に
決
定

締結式の様子

市長（左）と大原社長（右）

鈴木啓二朗さん

問

鈴木さんの作品

表彰された皆さんとの記念撮影

問



11 市報やまぐち　2018年（平成30年）４月 1日号

　

中
原
中
也
賞
は
、
日
本
の
近
代
詩
史
に

足
跡
を
残
し
た
本
市
出
身
の
詩
人
中
原
中

也
の
業
績
を
永
く
顕
彰
す
る
た
め
に
創
設

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

２
月
に
行
わ
れ
た
選
考
会
で
、
全
国
か

ら
応
募
・
推
薦
の
あ
っ
た
１
７
４
点
の
詩

集
の
中
か
ら
、
マ
ー
サ
・
ナ
カ
ム
ラ
さ
ん

の
『
狸
の
匣
』
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

 

文
化
交
流
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
１
７

選
考
委
員
評

　

作
者
は
ど
の
時
代
に
も
潜
り
込
む
こ

と
が
で
き
て
、
時
間
や
空
間
の
扱
い
方

と
そ
の
柔
軟
さ
、
そ
こ
に
秘
め
ら
れ
た

ユ
ー
モ
ア
は
天
性
の
も
の
と
言
え
る
。

昭
和
史
を
描
き
、
家
族
を
描
き
、
そ
れ

を
ク
ロ
ス
さ
せ
て
一
冊
の
詩
集
に
閉
じ

込
め
る
力
わ
ざ
は
、
長
編
小
説
を
読
ん

だ
と
き
の
よ
う
な
魅
力
が
あ
る
。
詩
を

通
し
て
あ
ら
ゆ
る
時
代

に
潜
り
込
む
こ
と
の
で

き
る
面
白
さ
。
し
か
も

普
遍
性
が
あ
る
。
天
才

的
な
言
葉
の
膂り
ょ
力り
ょ
くで
あ

る
。
中
原
中
也
賞
に
ふ

さ
わ
し
い
作
品
。

マ
ー
サ
・
ナ
カ
ム
ラ

『
狸
の
匣
』

マーサ・
ナカムラさん

中
原
中
也
賞

中
原
中
也
賞

中
原
中
也
賞

第23回

父
親
と
筑
波
山
の
麓
に
あ
る
神
社
で
待

ち
合
わ
せ
た
。

御
神
水
を
飲
む
約
束
だ
っ
た
が
、

雑
多
な
生
き
物
た
ち
が
長
く
並
ん
で
い

た
の
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

老
女
と
老
父
の
お
面
を
つ
け
た
猿
の
若

い
夫
婦
が
、

人
間
の
振
り
を
し
て
恭
し
く
柄
杓
を
上

げ
下
げ
す
る
の
で
笑
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
ホ
ッ
ホ
ッ
ホ
ッ
」

父
が
天
狗
の
頃
を
思
い
出
し
、
石
畳
を

片
足
で
跳
ね
て
い
く
。「
ホ
ッ
ホ
ッ
ホ
ッ
」

両
手
を
鳥
の
よ
う
に
、
拡
げ
て
は
結
ぶ
。

鳥
居
に
向
か
っ
て
、私
も
父
の
後
を
追
っ

て
、
天
狗
の
真
似
を
し
て
走
り
出
し
た
。

赤
い
鳥
居
は
、
人
の
な
か
で
暮
ら
す
私

た
ち
よ
り
一
回
り
大
き
い
。

鳥
居
よ
り
も
大
き
く
欅
の
木
が
右
手
に

そ
び
え
、
葉
は
白
色
の
陽
を
さ
ら
さ
ら

通
し
角
を
光
ら
せ
る
。

皆
で
一
緒
に
幸
せ
に
な
り
ま
し
ょ
う

そ
れ
で
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か

（『
狸
の
匣
』
所
収
「
筑
波
山
口
の
ひ
と
り
相

撲
」
よ
り
抜
粋
）

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

昨
年
金
沢
市
で
、
偶
然
あ
る
大
欅け
や
きに
出

会
い
ま
し
た
。
案
内
板
に
よ
る
と
、
中
也

は
こ
の
欅
の
下
で
興
行
し
て
い
た
サ
ー
カ

ス
小
屋
で
、「
ゆ
あ
ー
ん　

ゆ
よ
ー
ん　

ゆ

や
ゆ
よ
ん
」で
知
ら
れ
る
名
作『
サ
ー
カ
ス
』

の
詩
想
を
得
た
と
い
う
の
で
す
。
欅
を
眺

め
て
い
る
と
、
今
ま
で
遠
い
存
在
に
感
じ
て

い
た「
中
原
中
也
」と
い
う
１
人
の
文
豪
が
、

小
柄
な
姿
で
私
の
傍
に
立
っ
て
、
サ
ー
カ
ス

小
屋
で
空
中
ブ
ラ
ン
コ
を
見
上
げ
る
様
子

を
見
た
気
が
し
ま
し
た
。

　

中
原
中
也
賞
は
現
代
詩
人
に
と
っ
て
憧

れ
の
賞
で
す
。
今
の
詩
人
た
ち
が
１
つ
の
指

針
と
し
て
目
指
せ
る
よ
う
な
、
素
晴
ら
し

い
賞
を
創
設
し
て
く
だ
さ
っ
た
山
口
市
の

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

受
賞
の
知
ら
せ
を
い
た
だ
い
た
時
、
私

は
家
の
中
に
い
な
が
ら
、
ま
る
で
目
の
前
で

道
が
開
い
た
か
の
よ
う
な
感
動
を
覚
え
ま

し
た
。
中
也
賞
を
励
み
と
し
、
今
後
一
層
精

進
し
て
い
き
ま
す
。

紙の写真

サッカー J2リーグ開幕
戦（山口対熊本）でこの
試合チーム２点目を決め
た高木大輔選手（左）と
オナイウ阿道選手（右）
が喜びを分かち合ってい
る様子です。実は 1点
目を入れたのはオナイウ
選手でした。その時高木
選手は、オナイウ選手や
そのアシストをした瀬川
選手の元にもかけよって
得点につながるプレーを
ねぎらっていました。
ここまではサッカーでは
よく見る光景ですが、高
木選手はよほどうれし
かったのでしょう、もう
一度オナイウ選手の元へ
行き自分のことのように
喜んでいました。そんな
高木選手のゴールだった
からこそ、オナイウ選手
も身体全体を使って祝福
した印象的なシーンだっ
たと思います。
今年のレノファは絶好
調。4月は学業や仕事な
どがスタートする節目の
時期です。志を高くもち、
レノファのようなチーム
プレーでいいスタートを
切りたいものです。
　 広報広聴課
　 ☎ 083-934-2753

表

『狸
たぬき
の匣
はこ
』（思潮社）

マーサ・ナカムラ

問

瀬川選手（手前左）と高木選手（手前右）

問
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本号から、山口県央連携都市圏域の多彩な情報を毎月紹介します。
市内のイベントと合わせて、お出かけしませんか？

　　萩八景遊覧船 桜観賞コース

萩の景観を川や海から眺めること
のできる約40分の遊覧船（３月～
11月）が、桜の開花時期限定で、
特別に「桜観賞コース」を運航。
橋本川土手の美しい桜並木を船上
から眺めます。  
期間　4月上旬～中旬（桜の開花状
況に合わせて運航）9時～16時
場所　遊覧船乗場（萩市堀内122-
1 指月橋そば・萩城跡入口付近）
料金　中学生以上 1,200 円、小
学生以下600円、団体料金（20
人以上）あり ※ 12人／1隻
問 萩八景遊覧船
　☎0838-21-7708

みね桜まつり

厚狭川河川敷の桜並木に咲き誇る
桜と、市役所で行われるステージ
イベントやバザー、着
物の着付け（有料）な
どを一緒に楽しむこと
ができます。4月 6日
（金）、8日（日）には、
おもてなしの出店や竹
灯篭もあります。
日時　4月7日（土）11時～19時
場所　美祢市役所駐車場（美祢市
大嶺町東分326-1）、美祢さく
ら公園ほか
問 みね桜まつり実行委員会
　☎0837-52-0434

　　　春の幸せますフェスタ 

「おんなみこし連合渡御」は、地
元企業や県内のみこし団体のほ
か、県外からも多くの参加があ
ります。今回、みこし 120 基の
参加を目指し、「最大の連続した
神輿パレード」でギネス世界記
録町おこしニッポン！に挑戦し
ます。
日時　4月29日（日・祝）10時から
場所　防府駅～防府天満宮（防府
市松崎町14-1）
問 幸せますフェスタ実行委員会
☎0835-22-4352

津和野藩主亀井家と永明寺

津和野藩主亀井家墓所を国史跡に
指定するよう、国の文化審議会が
答申したことを記念して、亀井家
の菩提寺である永明寺と亀井家の
歴史を紹介しながら、永明寺が所
蔵している貴重な歴史資料や美術
品などを公開します。（火曜休館）
期間　5月14日（月）まで
時間　8時30分～17時
場所　津和野町郷土館（津和野町
森村650）
入館料　大人 400 円、中高生
300円、小学生150円
問 津和野町郷土館
　☎0856-72-0300

　　　八十八夜お茶まつり

日時　5月 3日（木・祝）10 時～
14時30分
場所　アクトビレッジおの（宇部
市大字小野7025）、藤河内茶
園（宇部市小野藤河内）
内容　茶摘み体験（10時30分～
14 時、参加費 500 円、新茶
30g 付き、中学生以下無料）、
お茶の入れ方教室、茶香炉の部
屋、製茶体験、新茶・地元野菜・
特産品の販売、バザーなど
問 宇部市農林振興課
　☎0836-67-2819

　　　江汐公園つつじまつり

日時　4月 15 日（日）10 時～
15時（小雨決行）
場所　江汐公園（山陽小野田市大
字高畑字西山根401-1）
内容　ステージイベント、もちま
き、バザー、フ
リーマーケッ
ト、スタンプ
ラリー、バード
ウォッチング、
写真展示、人力車乗車体験など
問 江汐公園振興会事務局（市民
生活課内）☎0836-82-1134

　　　八十八夜お茶まつり宇部

美祢 　　萩 津和野

　　　江汐公園つつじまつり山陽
小野田 　　　春の幸せますフェスタ 防府

ウェブサイトでは、さらに多くの
圏域情報を毎月発信しています！

ギネス世界記録に挑戦！

亀井家墓所国史跡指定へ

問問

問問問

問

れんごうとぎょ

圏域の愛称を公募したところ、全国328点
の中から「山口ゆめ回廊」が選ばれました。
圏域の明るい未来に向け、魅力あふれる圏域
づくりに取り組みます。

圏域の愛称決定
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作り方
①大根は、5㎜の厚さの短冊
切りにする。
②鍋に水とA、大根を入れて
中火にかける。
③煮立ってきたら、干しえび
を加えて、大根が軟らかく
なるまで弱火で煮る。
④汁けがなくなったら、火を止
める。
⑤器に盛り付け、彩りにさっと
ゆでた枝豆を散らして、完成。

1日3食、主食・主菜・副菜のそろった食事が習慣になることを目指し、「鍋
1つでできる！野菜が主役の作りおきおかず」を募集しました。本号から、
小中学生が考えた「第12回ぼく・わたしのお料理コンクール」の入賞作
品を紹介します。（学年は昨年受賞時）

  鍋 1 つでできる

野菜が主役の作りおきおかず

大殿小 4年　髙田参吾さん

附属山口中 1年　松波風花さん

作り方
①材料を切る。
　れんこん…粗みじん切りにし、水にさらす／えのきたけ…
根本を切り落とし、1㎝の長さ／にんじん・たまねぎ…粗
みじん切り／いんげん…小口切り／しょうが…細切り
②ボウルにしょうが、鶏ひき肉とAを入れて混ぜる。
③れんこん、にんじん、いんげんを電子レンジで1分半加熱する。
④鍋に②、えのきたけ、たまねぎを加え、
中火で炒める。
⑤④に③と酢を加え、汁けがなくなるまで
煮て、完成。
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材料（４人分）
大根……………  300g
水………………150ml
　はちみつ… 大さじ2
　しょうゆ… 大さじ3
干しえび………… 30g
むき枝豆………  20粒

A

シャキシャキ野菜
たっぷりとりそぼろ

幸せになれるこう白に

受賞作品の作り
方などを掲載し
たリーフレット
は、各保健セン
ターにあります。

健康増進課 ☎ 083-921-2666問

材料（４人分）
鶏ひき肉……………100g
れんこん……………150g
えのきたけ…………200g
にんじん……………150g
たまねぎ……………100g
いんげん……………  50g

しょうが…………  1かけ
　しょうゆ……  大さじ１
　酒……………  大さじ1
　みりん………  大さじ1
　砂糖…………  大さじ1
酢………………  小さじ1

A

ポイント
少量だけ残っている食材を活用できる！
卵焼きなど、アレンジの幅もたくさん！

ポイント
全て山口県産の食材で、大根
と干しえびの紅白の食材を
使ったところ！
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開催中のイベント

来年2/17（日）まで
テーマ展示
「中原中也の散歩生活」
　 中原中也記念館 
☎ 083-932-6430
問所

山
口
市
長

　 新
た
な
出
会
い

　

や
わ
ら
か
な
日
差
し
が
ま
ち
全
体
を

つ
つ
み
こ
む
、
麗
ら
か
な
季
節
と
な
り

ま
し
た
。

  

さ
て
、
春
は
、
進
級
・
進
学
や
異
動
、

引
越
し
な
ど
、
新
た
な
出
会
い
の
機
会
が

多
い
季
節
で
す
。
出
会
い
と
い
え
ば
、
人

と
の
出
会
い
を
イ
メ
ー
ジ
し
が
ち
で
す

が
、
今
ま
で
知
る
こ
と
の
な
か
っ
た
価
値

観
に
触
れ
た
り
、
気
付
い
た
り
す
る
こ
と

も
「
出
会
い
」
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

  

本
市
で
は
、

４
月
か
ら
、
今

後
10
年
の
本
市

の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め

の
「
第
二
次
山

口
市
総
合
計
画
」

を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
、
市
民
の
皆

様
に
、「
住
ん
で
良
か
っ
た
　

こ
れ
か
ら

も
住
み
続
け
た
い
」
と
、
心
か
ら
思
っ
て

い
た
だ
け
る「
定
住
実
現
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

  

そ
の
よ
う
な
中
、
豊
か
な
自
然
や
先

人
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
歴
史
や
文
化

な
ど
の
本
市
が
誇
る
地
域
資
源
と
、
市

民
の
皆
様
と
の
出
会
い
の
場
を
用
意
し
、

そ
う
し
た
出
会
い
が
、
皆
さ
ん
の
暮
ら

し
に
潤
い
を
も
た
ら
し
、
そ
し
て
、
一

層
こ
の
ま
ち
に
愛
着
と
誇
り
を
感
じ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

  

「
市
民
み
ん
な
が
山
口
フ
ァ
ン
に
！
」

そ
ん
な
素
敵
な
ま
ち
を
共
に
創
っ
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。

4月 月5

4/7（土）・8（日）
維新の郷湯田温泉 白狐まつり

実行委員会
☎ 083-941-5379

問

所 井上公園、県道 204号周辺

4/8（日）
さくら祭

ＮＰＯあとう
☎ 083-956-2526

問
所 徳佐八幡宮

4/15（日）
大原湖さくらロードレース大会

実行委員会
☎ 0835-52-0217

問
所 ふれあいパーク大原湖

4/21（土）・22（日）
山口アーツ＆クラフツ

実行委員会
☎ 083-923-5533

問
所 維新百年記念公園

5/5（土・祝）
青空天国いこいの広場

実行委員会
☎ 083-902-0892

問

所 中心商店街およびパークロー
ド周辺

5/2（水）～ 4（金・祝）
山口100萩往還マラニック大会

実行委員会
　080-8246-5926

問
所 萩往還

4/10（火）～ 5/7（月）
tys春の久留米市田主丸植木まつり
＆JA全農やまぐち旬感フェスタ

テレビ山口販促事業部 
☎ 083-923-3200

所
問
道の駅きららあじす 特設会場

4/8（日）まで
桜日和
　 重源の郷
☎ 0835-52-1250
問所

4/7（土）
オゴオリザクラまつり

実行委員会
☎ 083-976-8588

問
所 小郡地域交流センター

5/5（土・祝）・6（日）
秋穂八十八ヶ所お大師まいり

山口観光コンベンション協
会秋穂支部
☎ 083-984-3741

問
所 秋穂、名田島、秋穂二島一帯

所

4 月上旬まで
一の坂川桜並木ライトアップ
一の坂川  琴水橋・亀山橋間所

問 観光交流課
☎083-934-2810

あしたへトライ




